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Abstract 
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キーワード.アダック島，テフラ，岩石記載的特徴，放射性炭素年代

1 ーはじめに

アダック島 (A伽kIs1皿d) は，アラスカ州アリューシャン列島(Aleu伽nls1阻ds) 中央部に位置する (Fig.

1).向島にはアリュート(Aleu胞)の遺跡も分布しており，テフラ層序が，考古編年などの年代学的枠

組みを構築するうえで役に立つ.同島北部のそフェット火山 (Mo民社)とアダグダック火山(A伽g伽k)

は，完新世に噴火した証拠がこれまでなかった. Black (1 976) は，アダック島のテフラ層序と 14C 年代

を報告し，顕著な 3枚のテフラ(下位より Main， Intermediate, Sandwich) が西隣のカナガ島(KanagaIsland) 

から噴出したと考えた.一方， Way也om掴 etal. (2001) は，カナガ島でのテフラ層序と 14C 年代から，こ

れらがカナガ島の可能性を否定し，モフェット火山が給源である可能性を指摘した. Okuno et al. (2∞7) 

は，アリュート遺跡 (ADK-l7l)に関連する炭化木片の 14C 年代を報告した.さらに奥野ほか (2∞9)

および Okuno et al. (却12) は，テフラ層の分布傾向(層厚と粒径)，火山ガラスの主成分化学組成およ
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び 14C 年代を報告し， Interrnediate, Sandwich, YBO, 40 Years の噴出年代を 7.2 cal kBP, 4.7 cal kBP, 3.6 

cal kBP, 0.4伺l kBP と考えた.今回，筆者らは，新たにハベン湖 (Haven Lake) 近くで泥炭層のコア試

料を採取し(図 2) ，斑晶鉱物の組み合わせや火山ガラスの屈折率などの岩石記載的特徴と 14C 年代を得

た.本稿ではそれらの結果を報告する.
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Fig. 1 Index maps. (a) Location of Aleutian Islands. 

(b) Locality of outcrops in A，也kIsland. Locality number was given by Okuno et al. (2012). 

2. コア試料の採取と分析方法

2-1.コア試料の採取

176' 30' 

今回，コア試料を採取したハベン湖近くの Si飽 10 (F抱.1)は， Black (1 976) が模式的層序を記載し

た地点、である.コア試料は町民lkamp 社製(オランダ)のピートサンプラーを用いて深さ約 50cm ごと，

トータルのコア長で293cm を採取し，このコア試料からテフラ試料6 点と泥炭 1 点を採取した (Fig. 2). 

2-2. テフラ分析

テフラ試料 (SampleA~F) は，次のように定量分析した. (1)各テフラ試料を 60， 120, 250 メッシ

ュの簡上で水洗し，粒径 60~120 メッシュ(1/8~1/16 mm) の試料を樹脂封入して，岩石薄片を作成し

た (2) 作成した岩石薄片について，全粒子分析と重鉱物分析を顕微鏡下で行った. (3) 火山ガラスと

斑晶鉱物の屈折率を温度変化型屈折率測定装置Rll幽(檀原， 1993) で測定した.

2-3. 14C 年代測定

14C 年代測定は，名古屋大学の HVEE社製タンデトロン加速器質量分析計 (Nakamura et al. , 2000) を

用いた.泥炭から未分解の植物細片を取り出し，酸ーアルカリ一酸 (AAA) 処理を施し，酸化銅と共に

石英管に真空封入して約 2 時間 850'Cに加熱した.生じた気体を真空ライン中で精製して二酸化炭素

(C02) を得て， Kitagawa et al. (1 993) の水素還元法によりグラファイト・ターゲ、ツトを作製した 14C

濃度の標準体には NIST シュウ酸 HoxII を用いた 14C 年代値の算出は， Libby の半減期 5568 年を用い，

ö13C 値により同位体分別効果を補正した(中村， 1995). 測定誤差は 1 標準偏差(1 σ) である.

3. 結果と考察

テフラ分析の結果を Fig.3 に示す.今回， Sandwich については分析していない. Sample A (40 Years) 

は，火山ガラスが水和されておらず，その噴出年代が 0.4 cal kBP と若いことと調和的である. SampleA 

が両輝石を主体とするのに対し， Sample B~E (YBO, Int聞nediate， Main) は，角閃石を多く含む.特に

Sample D と E (Main) は，石英を含んでいる.なお， Sample F は，火山ガラスの屈折率の範囲が広く，
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再堆積した火山灰層の可能性がある.このような例は， EPMA による主成分化学組成からも指摘されて

おり (Okunoet al., 2012) ，テフラ層の認定が難しいことを示唆する.一方，テフラの噴出年代であるが，

今回， Main テフラ直下の泥炭試料として 8565 :t 40BP (NUTA2・19292; (j 13C=・28.2%0) が得られた.こ

の 14C 年代は，およそ 9.5 cal kBP の暦年代に相当する.したがって，アダック島の Main， Int目mediate，

Sandwich の噴火は，完新世前半におよそ 2000 年間隔でおこったことが確認された.韓国の欝陵島でも

完新世前半に類似した時期に軽石噴火がおこっている (Okuno et al. , 2010) .海で固まれた火山島では，

海面上昇に伴う何らかの影響が噴火活動まで及ぶ可能性がある.

5 

10 

Fig. 2 Photograph of cored sediments 企omSite 10 (sou由 ofHavenLake). 

Arrows indicate s田nplinghorizons for pe佐ographic analysis and radiocarbon da也19.
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Fig. 3 Grain and heavy mineral compositions and re企active indices of volcanic glass and light minerals. 
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